
緊急対策踏切に対する取り組みの概要

歩道が狭隘な踏切
約500箇所 歩行者ボトルネック踏切 約300箇所

自動車ボトルネック踏切 約500箇所

開かずの踏切
約600箇所

速効対策
約１，１００箇所

５箇年間で対策が必要な
踏切全てに対策

○歩道拡幅、歩行者立体横断
施設、賢い踏切 等

抜本対策
約１，４００箇所

踏切除却ペースを過去５年
間の２倍にスピードアップ

○連続立体交差事業、
単独立体交差事業 等


